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本報告書は京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして「データ・セマン

ティクスの理論と実際に関する研究」のテーマのもとに、1982年 2.月 15日より 2月 17

日までの 3日間にわたって行なわれた研究集会で発表された論文を中心にまとめたも

のである。

本研究の目的は計算機内で表現されるデータのセマンティクスを追求することにあ

る。 情報処理は基本的には音味に基づいて進められるものてあるか、それを形式

化することによって機械的処理を可能にしている。 この形式により竜味の一部か

表わされているか 従来 データか表わす董味は非常に限定されていた。 近年

長期的にデータを記憶して利用するという傾向か強まると共にデータに童味をより積

極的に表現させるための形式や処理方怯にも関心か向けられるようになった。 しか

し、このようなデータ音味論は情報論の本質にかかわり その深さにおいてもそれか

関わる部分の広がりからいっても短期間で解決する問題ではない。 したがって今

回の研究会における限られた時間内での議論では決して十分なものでなく 大半のも

のは今後の研究にまかせられている。 この音味で今後多くの研究者の御批判を受

けることにより、これらの研究をより一層発展させることを参加老一同心より願って

やまない次第である。

最後に本報告書を作成するにあたり、本研究会の開催を許可し、報告書作成に御尽

力頂いた京都大学数理解析研究所に心よりなる謝音を表する。

1982年 6月 10日

東京大学 工学部 境界領域研究施設

大 須 賀 節 雄

う


